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完成した公園のザイルクライミングで遊ぶ児童たち

潤いとゆとりある公園として
小浦リバーサイドスポーツパークが完成

こ
の
ほ
ど
、
平
成
二
年
度
か
ら
肱
川

沿
い
の
小
浦
地
区
に
整
備
を
進
め
て
き

た
「
小
浦
リ
バ

I
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
公
園
は
、
川
面
に
映
る
長
浜
大

橋
、
静
か
に
流
れ
る
肱
川
を
滑
走
す
る

ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
、
水
ぬ
る
む
季

節
を
待
ち
わ
び
て
の
水
と
の
ふ
れ
あ
い

な
ど
、
川
を
生
か
し
た
潤
い
と
ゆ
と
り

あ
る
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を
目
指
し
、

整
備
を
進
め
て
き
た
も
の
で
す
。

な
お
閏
内
に
は
、
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ

ン
プ
l
ル
、
ク
ロ
ッ
ケ
l
及
び
ゲ
l
ト

ボ
l
ル
場
、
ザ
イ
ル
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、

ス
カ
イ
ロ

l
プ
、
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト

リ
ン
ク
の
他
、
子
供
達
の
遊
べ
る
施
設

が
整
備
さ
れ
、
文
字
通
り
子
供
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
楽
し
め
る
公
園
と
し
て
完

成
し
ま
し
た

(
P
2
関
連
記
事
掲
載
)
。
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子
供
か
ら
お
草
園
ム
り
ま
で

楽
し
め
喜
一
公
一
盟

小
浦
リ
バ
l
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

せら

リ
バ

l
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
パ

l
ク
は
、

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め
る
施

設
で
、
い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
利
用
で

き
ま
す
が
、
み
ん
な
の
公
園
で
す
の
で

マ
ナ
ー
を
守
り
、
き
れ
い
に
大
切
に
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

実日お

国
民
年
金
の
手
続
き
は

忘

れ

ず

に

!

国
民
年
金
に
は
、
二
十
歳
以
上
六
十

歳
未
満
の
人
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
加
入
し
て
い
て
も
配
偶
者
の

退
職
・
転
職
又
は
本
人
の
就
職
・
結
婚

公
園
の
お
も
な
施
設
は
次
の
と
お
り

で
す
。

ウインドサーフインクラブハウス

等
の
場
合
に
は
、
そ
の
つ
ど
届
け
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

特
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
と
し

て
国
民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者
に
な
っ

た
場
合
、
保
険
料
は
ご
主
人
が
加
入
し

て
い
る
年
金
制
度
で
負
担
し
て
い
ま
す

の
で
、
直
接
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
種
別
変
更
の
届
け
出
は
と
て
も スカイロープ・ザイルクライミング

大
切
で
す
。

奥
さ
ん
や
ご
主
人
に
異
動
が
あ
っ
た

場
合
は
、
速
や
か
に
役
場
に
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
後
か
ら
ま
と

め
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
た

り
、
将
来
年
金
を
受
け
る
た
め
の
期
間

が
足
り
な
い
と
い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。 クロッケ-).，Zびゲートボール場

詳
し
く
は
、
役
場
の
国
民
年
金
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
え
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご

存

じ

で

す

か

子供の遊び場

六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

日
本
が
戦
後
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ

た
と
き
、
何
よ
り
も
ま
ず
国
民
の
基
本

的
人
権
の
擁
護
と
人
権
思
想
の
普
及
高

揚
が
強
く
求
め
ら
れ
、
昭
和
二
十
四
年

六
月
一
日
に
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁

護
し
見
守
る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る

人
権
の
番
人
機
関
が
誕
生
し
た
の
で
す
。

人
権
は
、
人
聞
が
平
和
に
生
き
て
い

く
上
で
、
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。
自

分
だ
け
で
な
く
、
あ
な
た
も
私
も
み
ん

な
人
権
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
国
の
内
外
を
間
わ
ず
、
人
々
が

お
互
い
に
人
権
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て

明
る
い
杜
会
を
つ
く
る
こ
と
が
、
私
た

ち
の
願
い
で
す
。

差
別
、
い
や
が
ら
せ
、
家
庭
問
題
、

近
所
と
の
も
め
ご
と
、
子
供
の
い
じ
め
、

体
罰
な
ど
の
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、

お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

当
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方
で
す
。

出

海

石

山

豊

(

日

|
0
5
7
6
)

柴
長

浜

下
須
戒

土
居
孝
童
(
は

0
0
0
2
)

黒
田
進
(
臼

|
0
3
6
9
)

菅
幸
子
(
臼

1
0
2
6
4
)

こ
の
ほ
ど
、
地
域
住
民
の
憩
い
の
場

で
あ
る
町
民
の
広
場
に
、
待
望
の
花
壇

が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
花
壇
は
、
地
域
の
方
々
が
花
の

あ
る
き
れ
い
な
広
場
に
と
植
栽
さ
れ
て

い
た
町
民
の
広
場
の
一
部
を
、
美
し
く
、

こ
こ
ろ
和
む
町
守
つ
く
り
の
た
め
に
造
成

し
た
も
の
で
、
皆
さ
ん
が
ご
自
由
に
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
花
壇
で
す
。

な
お
、
利
用
等
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
経
済
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。美しい心和む広場として期待される町民の広場
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¥
ノ
週
休
一
一
日
制
を
導
入
t
ノ

国
や
県
で
は
、
す
で
に
全
て
の
土

曜
日
を
休
み
と
す
る
「
週
休
二
日
制
」

が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
長
浜

町
で
も
、
七
月
か
ら
毎
週
土
曜
日
を

閉
庁
す
る
「
週
休
二
日
制
」
を
実
施

し
、
休
ま
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

役
場
で
は
、
今
ま
で
以
上
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
る
一
方
、
土
曜
閉

庁
に
対
応
す
る
た
め
、
七
月
一
日
か

ら
住
民
票
と
印
鑑
証
明
の
交
付
に
つ

い
て
「
電
話
予
約
サ
ー
ビ
ス
制
度
」

を
開
始
し
ま
す
の
で
ご
理
解
く
だ
さ

、ν土
園
日
曜
日
で
も

住
畏
票
と
叩
鑑
証
明
書

が
交
付
で
き
ま
す

電
話
予
約
サ
ー
ビ
ス
は
、
通
常
の

執
務
時
間
内
に
電
話
で
、
住
民
課
戸

籍
係
に
申
込
み
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

土
・
日
曜
日
に
手
数
料
と
引
換
え
に

証
明
書
を
交
付
す
る
制
度
で
す
の
で
、

ご
利
回
く
だ
さ
い
。

電

話

予

約

の

手

続

き

方

法

予
約
受
付
・
・
・
住
民
課
戸
籍
係
ま
で

(
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
の
執
務
時
間

中
)交
付
で
き
る
も
の
・
・
①
住
民
票
の
写

し
②
印
鑑
証
明
書

予
約
及
び
交
付
を
受
け
ら
れ
る
人
・•• 

本
人
又
は
同
一
世
帯
者

交
付
日
時
:
・
土
・
日
曜
日
(
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
)

交
付
場
所
・
・
・
役
場
宿
直
室

持
参
す
る
も
の
:
④
住
民
票
は
認
印
・

身
分
証
明
書
②
印
鑑
証
明
書
は
認
印
・

印
鑑
登
録
証
・
身
分
証
明
証

た
だ
し
、
予
約
日
に
来
庁
さ
れ
な
か
っ

た
人
は
、
原
則
と
し
て
電
話
予
約
が
な

か
っ
た
も
の
と
し
て
、
取
扱
い
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
婚
姻
届
や
死
亡
届
な
ど
の
戸

籍
関
係
届
書
の
受
付
や
埋
火
葬
許
可

証
の
発
行
等
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど

お
り
行
い
ま
す
。

土
曜
日
も
業
務
を

行
っ
て
い
る
施
設

マ
各
公
民
館
(
た
だ
し
、
連
絡
所
業

務
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
)
マ
図

書
館
マ
町
民
体
育
館
・
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
-
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

(
受
付
は
従
来
通
り
で
す
)

V

各
保
育
所

V
老
人
ホ
l
ム
白
山

国
※
週
休
二
日
制
の
実
施
に
伴
い
、

何
か
と
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
か
と

存
じ
ま
す
が
、
今
後
と
も
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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ごみは良識のバロメーター

家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
、

こ
の
広
報
で
も
取
り
上
げ
、
多
く
の
住

民
の
方
か
ら
意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
収
集
箇
所
は
、
公
共
の
場
で

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
で
ル
ー

ル
を
守
り
、
常
に
き
れ
い
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

者
や
そ
の
製
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
庖

に
依
頼
し
て
処
分
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
車
内
で
飲
ん
だ
後
の
空
き
カ
ン
・

空
き
ピ
ン
な
ど
は
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に

入
れ
る
か
、
持
ち
帰
っ
て
家
庭
ゴ
ミ
と

し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
回
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
く
ら
い
は
と
か
、
自
分
だ
け
が

良
け
れ
ば
と
い
っ
た
考
え
が
、
町
を
汚

す
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
美
し
く
住

み
良
い
ま
ち
づ
く
り
は
、
一
人
一
人
の

心
が
け
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
あ
な
た
が

何
気
な
く
捨
て
る
ゴ
ミ
も
、
良
く
考
え

て
み
れ
ば
立
派
な
資
源
と
な
る
も
の
で

す
。
捨
て
る
前
に
も
う
一
度
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
ゴ
ミ
に
は
他
に
も
多
く

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
車
か
ら
の
投
げ

捨
て
や
不
法
投
棄
さ
れ
る
ゴ
ミ
な
ど
の

こ
と
で
す
。

最
近
、
廃
車
や
不
用
に
な
っ
た
電
気

製
品
を
路
上
に
放
置
し
た
り
、
河
川
や

山
中
へ
の
投
げ
捨
て
、
運
転
中
に
飲
ん

だ
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
空
き
カ
ン
、
空
き

ピ
ン
の
窓
か
ら
の
投
げ
捨
て
と
い
っ
た

よ
う
な
ゴ
ミ
が
非
常
に
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
道
徳
マ
ナ
1
の
ル

I
ル
違
反

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ら
の
ゴ
ミ
は
、
河
川
や
道
路
の

管
理
者
、
土
地
の
所
有
者
が
費
用
を
出

し
て
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

粗
大
ゴ
ミ
と
し
て
処
理
で
き
な
い
も

の
、
処
理
に
困
る
も
の
は
、
専
門
の
業

ふ
る
さ
と
の
川
を
き
れ
い
に

一

河

川

愛

護

月

間

(
7
月
1
日
j
幻
自
)
一

7
月
は
、
河
川
愛
護
月
間
で
す
。
川
に
紙
く
ず
、
空
き
カ
ン
な
ど
の
一

一
「
ゴ
ミ
」
を
捨
て
な
い
よ
う
私
達
の
郷
土
の
川
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。
一

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証

(
身
体
障
害
者
一
・
一
一
級
)
、
母
子
家
庭

医
療
費
受
給
者
証
も
、
七
月
一
日
か
ら

新
し
い
も
の
に
変
わ
り
ま
す
。

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
受
給
者
証
は
、

六
月
三
十
日
で
使
え
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
町
で
は
六
月
下
旬
に
新
し
い
受
給

者
証
と
取
り
替
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
日
時
、
場
所
等
は
有
線
放
送
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
そ
れ

に
基
づ
い
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

町内に設置されたリサイクル掲示板

特
例
を
受
け
ら
れ
る
人
へ

老
人
医
療
の
入

一
部
負
担

六
月
か
ら
の
入
院
に
つ
い
て
、
入
院

時
一
部
負
担
金
の
減
額
認
定
を
受
け
ら

れ
る
方
は
、
役
場
住
民
課
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

認
定
の
開
始
日
は
、
申
請
し
た
日
の

属
す
る
月
の
初
日
か
ら
に
な
り
ま
す
。

六
月
に
入
院
さ
れ
た
場
合
は
、
六
月
中

に
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
認
定
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、

次
の
条
件
に
該
当
し
て
い
る
方
で
す
。

①
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人
。

②
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
の
属
す
る

世
帯
で
、
生
計
に
要
す
る
費
用
を
負
担

し
て
い
る
人
(
世
帯
主
に
限
ら
ず
、
所

得
金
額
、
課
税
の
扶
養
控
除
、
健
康
保

健
の
扶
養
等
か
ら
町
が
生
計
維
持
者
と

認
定
し
た
者
)
が
町
民
税
を
課
せ
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
。

※
手
続
き
に
必
要
な
も
の
マ
国
民
年

金
証
書
マ
健
康
手
帳
、
被
保
険
者
証
マ

地
域
づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
ま
す

簡
易
保
険
積
主
金

還
元
融
資
事
業

郵
便
局
の
簡
易
保
険
積
立
金
は
、
公

共
の
利
益
を
図
る
た
め
、
そ
の
一
部
が

地
方
に
還
元
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
生
活
環

~[J 
鑑

境
の
整
備
に
有
効
に
役
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
。町
で
は
、
平
成
四
年
度
に
簡
易
保
険

積
立
金
の
還
元
融
資
二
億
七
千
三
百
九

十
万
円
を
受
け
て
、
次
の
よ
う
な
事
業

を
行
い
ま
し
た
。

平成4年度事業で完成した下成集会所

簡易保険積立金還元融資事業

事 業 名 融資額

町道上老松~一ノ瀬線外4件改良工事 8，710万円
町道拓海線外H牛舗装工事 6，440万円
林道大戸~樫谷本支線開設補助 1，920万円
櫛生漁港修築事業 4，660万円
港湾事業負担金 2，670万円
防火水槽新設工事 2f牛 640万円
長浜中学校スクールパス(豊茂)購入 770万円
下成集会所新築事業 1，080万円
住宅新築資金貸付事業 500万円

計 2{意7，390万円
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胃がん検診

f!!JtOuゐ磁診~開発見回治療で健康な毎日~
成人の健康管理

日本人のがんの特色は、胃がんが圧倒的に多いことで、男女と

もがんによる死亡の第1位となっています。しかし、最近減少す

る傾向が見られます。これは、食生活の欧米化と冷蔵庫の普及に

よる塩分摂取の減少による胃がんそのものの発生の減少、検診に

よる早期発見・早期治療の増加、医療技術の進歩の三者によるも

のとされています。

胃がんはまず、胃壁の粘膜にできますが、この段階のものは

「早期がん」と言われ、この時期に発見し治療すればほほ全例治

癒させることができ空す。しかし、がんが粘膜を越えて、胃壁の

外側にまで進行すると、肺や肝臓に転移して治りにどくなります。

粘

膜

粘
膜
筋
板

粘
膜
下
層

筋

層

築

膜

m期

早期がん

sm期

pm朔

進行がん~ s S期

51期

(誌)

闇臨床病期別治療成績
(資料)国立力、んセンター全国胃がん登録調査
報告書第14号
昭和44、45、46、4i、48年度症例の治療成績

% 

円

n

H

n

刃
桐
明
日
出
品
市
叩

d

q
u
ー凡

w
b
f

、J1

9
n
9
S
副
印

P

ハH
u

n

H

U

Q

U

A

q

 

隼
存
率

ω胡
川
一
開
川
明
湖

町
S

M刑

3

m剖
宮

20 15.72 
s3期

。
2 3 4 5年
胃が、ん手術後の湖周

検診で発見される胃がんのうち、早期がんの占める割合は40%

以上で、なんらかの症状を訴えて医療機関にくる外来患者のそれ

の約20%に比べ非常に再くなっています。そのため、胃がん検診

を毎年受ける人は、受けない人と比較すると、胃がんで死亡する

確率は約30%にまで減少するという研究結果が出ています。

長浜町では、過去10年聞に延べ7，469人が胃の集団検診を受け、

17人の胃がん患者が発見されました。その後、治療の結果、強見

患者の生存率は平成5年4月現在で76%を越えています。早期発

見・早期治療ができれば、がんは決して恐ろしい病気ではありま

せん。すべてのがんを早期発見することはできませんが、胃がん

検診は集団検診でも医療機関でも、早期発見が可能です。毎年必

ず検診を受け、早期発見・早崩治療で健康な毎日を送りましょう。

なお、平成5年度の胃がんの集団検診は下記のとおりとなって

います。

平成 5年度胃がん検診予定

月 日 場 所 月 日 場 所 月 日 場 所 月 日 場 所

沖浦コミュニ7月13日 白滝公民館 7月16日 7月30R 町体育館 10月26日 農協豊茂支所ティセンター

7月14円 イン 7月28日 大和公民館 10月7日 今 10月27日 櫛生福祉センター

7月15日 町体育館 7月29日 町体育館 10月25日 農協白滝支所 10月28日 農協出海支所

10月29日 農協千戸」
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子
供
た
ち
の
健
全

育
成
を
願
っ
て

ー
今
坊
で
子
供
ま
つ
り
1

ルボ@文芸

五
月
一
目
、
喜
多
灘
小
学
校
で
、
喜

多
灘
小
P
T
A
、
公
民
館
主
催
に
よ
る

今
坊
子
供
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
喜
多
難

保
育
所
園
児
、
小
学
生
、
保
護
者
ら
合

わ
せ
て
約
百
五
十
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
小
学
校
新
入
児
童
の
歓
迎

や
子
供
た
ち
の
健
全
育
成
を
目
的
に
鯉

の
ぼ
り
集
会
や
運
動
会
、
も
ち
つ
き
等

伝
統
行
事
で
騒
わ
う

j
白
滝
で
地
蔵
ま
つ
り
j

四
月
二
十
四
日
、
白
滝
地
区
で
白
滝

商
工
観
光
連
盟
主
催
に
よ
る
小
野
地
蔵

ま
つ
り
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
ま
つ
り
は
、
白
滝
の
伝
統
行
事

と
し
て
毎
年
聞
か
れ
て
い
る
も
の
で
、

が
行
わ
れ
た
も
の
で
、
幼
児
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
た
。

も
ち
ま
き
や
子
供
相
撲
大
会
な
ど
が
行

わ
れ
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
た
く

さ
ん
の
人
で
賑
わ
っ
た
。

熱戦を繰り広げる豆力土たち

優
勝
は
ラ
ッ
キ
ー
ズ

ー
第
三
回
レ
ク
バ
レ
I
大
会
5

五
月
九
日
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

で
第
一
二
回
町
内
ク
ラ
ブ
対
抗
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
十
六

チ
l
ム
約
二
百
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

国
道
沿
い
を
花
い
っ
ぱ
い
に

もちつきを体験する子供たち

j
青
年
部
が

ア
ジ
サ
イ
を
植
栽
培
j

凹
月
二
十
九
日
、
国
道
三
七
八
号
沿

い
の
晴
海
・
沖
浦
地
区
で
、
役
場
職
員

組
合
青
年
部
に
よ
る
ア
ジ
サ
イ
の
植
栽

な
お
、
優
勝
は
役
場
ラ
ッ
キ
ー
ズ
、

二
位
は
出
海
す
み
れ
、
三
位
は
プ
リ
テ
ィ
ー

ズ
、
長
浜
コ
ス
モ
ス
で
し
た
。

が
行
わ
れ
、
約
二
十
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
花
づ
く
り
い
っ
ぱ
い
運
動

の
一
環
と
し
て
、
国
道
沿
い
を
花
い
っ

ぱ
い
に
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
雨
の
降

る
あ
い
に
く
の
天
気
の
中
、
百
七
十
本

の
ア
ジ
サ
イ
を
植
栽
し
た
。

国道を花いっぱいにと植栽する参加者たち

直

~ 
E 
宣言

ー
長
浜
あ
り
そ
短
歌
会

1

満
ち
て
来
る
夕
べ
の
潮
の
あ
た
る
立
日
開

聞
大
橋
に
急
が
し
か
り
き久

保

七

郎

杖
を
つ
き
ゆ
っ
く
り
登
る
妹
と
桜
の
花

び
ら
散
る
道
を
行
く

垣

見

惹

枝

抜
け
殻
の
今
尚
残
る
師
の
庭
に
わ
が
行

末
も
如
何
に
あ
ら
む
と

日頃の練習の成果を発揮する選手たち

鎌

田

文

香

早
蒔
き
の
絹
さ
や
エ
ン
ド
ウ
の
花
咲
き

て
裏
畑
に
出
る
度
足
を
止
め
る

久

保

美

江

長
き
み
と
り
労
り
く
る
る
か
わ
が
夫
は

眠
る
が
如
く
安
ら
に
逝
け
り
永
井
み
、
っ
き

夕
明
り
僅
か
に
残
る
無
人
駅
降
り
た
る

客
は
吾
ひ
と
り
に
て

東

は

な

子

柿
の
木
を
つ
ぎ
て
貰
へ
り
い
く
ば
く
の

齢
あ
り
や
と
ふ
と
思
ひ
っ
つ
堀
井

すも
子

吾
が
皇
の
茂
る
孟
宗
の
や
ぶ
に
入
り
見

つ
け
次
第
に
竹
の
子
堀
り
き
矢

野

清

草
抜
く
手
止
め
て
頭
上
の
電
線
に
羽
根

を
休
む
る
初
つ
ば
め
見
き山
口
美
千
子

思
ひ
出
を
秩
父
山
並
と
桜
草
の
群
落
と

ふ
君
よ
修
羅
場
な
り
し
に山
下
ヨ
ネ
子

M
W
 

H
長
浜
小
学
校
六
年
H

句

花
し
よ
う
ぶ
池
に
う
つ
っ
て
ゆ
れ
て
い

る

五

年

沖

永

美

香

春
の
空
見
上
げ
て
子
猿
芸
を
す
る

六

年

川

上

将

史

春
の
海
フ
ェ
リ
ー
が
走
る
夢
の
せ
て

六

年

島

田

悟

春
の
旅
母
の
笑
顔
に
む
か
え
ら
れ

六

年

松

岡

優

春
の
旅
み
ん
な
ね
て
い
る
パ
ス
の
中

六

年

上

中

千

代

ボ
ス
猿
が
ひ
と
き
わ
目
立
つ
夏
の
山

六

年

向

井

飛

鳥

若
草
に
馬
も
は
し
ゃ
ぐ
草
千
里

六

年

神

田

未

来

雨
あ
が
り
空
に
大
き
く
飛
ぶ
つ
ば
め

六

年

鴻

上

裕

史

小
走
り
に
新
入
生
が
つ
い
て
来
る

六

年

吉

田

裕

子
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高
石
律
香
さ
ん
ら
優
勝

沖
浦
観
音
奉
納

少
年
剣
道
大
会

四
月
十
七
日
、
沖
浦
保
育
所
で
第
六

回
沖
浦
観
音
奉
納
少
年
剣
道
大
会
が
行

一一一一一表彰・一歳です@ふるさとめぐりほか

:デ:議です;ヨ:;x.ニチバ⑩
あんり

大谷安里ちゃん(上老松)

わ
れ
、
町
内
の
豆
剣
士
約
五
十
人
が
参

加
し
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

女

手

⑪

部

{
優
勝
}
高
石
律
香
(
白
滝
小
)

一
準
優
勝
一
西
岡
伸
枝
(
長
浜
小
)

{
三
位
一
大
石
荊
加
(
大
和
小
)

熱戦を繰り広げる豆剣士たち

低
単
年
@
部

一
優
勝
}
上
杉
拓
也
(
大
和
小
)

{
準
優
勝
}
西
田
典
正
(
大
和
小
)

一
三
位
}
橋
岡
英
司
(
長
浜
小
)

申
学
年
の
部

{
優
勝
一
菊
地
勇
人
(
大
和
小
)

{
準
優
勝
一
上
田
拓
哉
(
大
和
小

ね気みい里お き見 して
!者んっち茶ちた守こた欲古
でなまや目よいりれ。し皇
いのでんなつとなか いの
で人も、安と思がら とよ

議離鱒議議畿議離醸毅議繍勺らり 亨?
~議議議露議懇議議謬幾藤毅毅翠毅緩慾襲撃雪ま ιニ つ な

子藤欝欝欝欝欝霊2tF字 R三
喜襲撃トベ境警騒い1 さの をら
号Ij欝謙 三警護麟到 、歩 込を
己欝禁欝ご 竺F畿翻刻 尊む め、5:;.
イV護機議議機斗 さ道 て{堅
舟霧議緩室員 会議議遺書必| 、ヰト /r 
._~.<"，，，.，，，'L" ~ 

d額穣醸 悦湾鍾愛 大、 安 11
千議設総議韓議 切親 里;テ:
勢欝灘警察参議欝潜騨 j さと 」宝 l
f三議議畿支ぶ怒議懇畿 をし と与二;ι欝察室議震警棒J 教て 名在:
熔醐!死時議望情聴訓ケ吋 えそ 付正:

平成4年6月8日生まれ ごE Zきj

{
二
一
位
}
鎌
田
富
美
之
(
白
滝
小

円
高
宰
年
一
⑪
部

{
優
勝
一
久
井
宏
通
(
大
和
小
)

一
準
優
勝
}
谷
口
孝
三
郎
(
大
和
小
)

{
三
位
一
中
田
憲
将
(
大
和
小
)

(
社
)
愛
媛
県
年
金
福
祉
協
会
で
は
、

マ
イ
ホ
ー
ム
の
新
築
、
増
改
築
に
利
用

で
き
る
「
年
金
住
宅
融
資
」
の
平
成
五

年
度
第
一
回
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
利
用
で
き
る
方
一
現
在
厚
生
年
金
保

険
の
加
入
者
で
、
加
入
期
聞
が
三
年
以

上
あ
る
方
(
国
民
年
金
の
保
険
料
納
付

済
期
間
を
含
む
)

一
資
金
の
使
い
み
ち
}
新
築
住
宅
、
マ

ン
シ
ョ
ン
、
建
売
住
宅
、
中
古
住
毛
mu

購
入
及
び
増
改
築
等
の
住
宅
改
良
資
金

一
一
融
資
金
額
}
所
要
資
金
約
二
八
O
%
以

内
で
、
最
高
二
千
二
十
万
円
ま
で
(
割

増
可
)

一
融
資
利
率
一
年
四
合
五
八
%

{
返
済
期
間
一
五
年
か
ら
三
十
五
年

{
受
付
期
間
一
五
年
七
月
二
日
ま
で

な
お
、
詳
し
く
は
、
社
団
法
人
愛
媛

県
年
金
福
祉
協
会
(
宮
O
八
九
九
|
四

一
!
七
六
六
七
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

「一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1
i 豊茂の西山和夫さんの山林に欧米 l 

i系の男性の顔をした「人面の大岩」 ゐ i
!が出現した。 み討、

l この岩は、県道長浜~保内線から 正フi雑木林の岸壁に見ることができるが、人主
自然現象でできたものか人工的に作ノ¥.. ~マ

1られたものかは不明である。 、三

i しかし、この付近は約2昨前に豊印 ζ
茂~須沢聞の山越えの主要道であっ 二τ
!たらしく「人面の大岩」の頭上には、(f)匂)

今も1m幅の道が残っており、昔の"/ 汐ぐや

車のない時代に道を作る際に偶然に 曹 、
できたのではないかと思う。この不ノ、 W山

思議な <::/ 
I-U 

大岩、 Z ゴ

一見す

オL.~王、

イ可か街]

利益で

もある
iJ、も?

| 豊茂にテ、ビュ した人面岩
1・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一J

(
風
景
編
)

か
っ
こ
い
い
か
ら
、
荷
物
を
た
く
さ

ん
積
み
た
い
か
ら
等
の
理
由
で
、
自
動

車
を
不
正
改
造
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
自

動
車
は
、
構
造
装
置
に
つ
い
て
保
安
基

準
が
定
め
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
基
準
に

適
合
し
-
な
け
れ
ば
運
行
で
き
ま
せ
ん
。

保
安
基
準
に
適
合
し
な
い
よ
う
な
不

正
改
造
を
行
っ
た
自
動
車
は
、
危
険
で

あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
排
出
ガ
ス
、
交

通
騒
音
な
ど
を
発
生
さ
せ
て
、
社
会
に

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

不
正
改
造
車
は

危
険
で
社
会
の
迷
惑

運
輸
省
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

本
年
度
も
五
月
と
六
月
の
二
か
月
間

「
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る
運
動
」
を

全
国
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

不
正
改
造
車
を
排
除
し
、
自
動
車
を

正
し
/
¥
使
い
ま
し
ょ
う
。
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寄
付
援
納

(if)岸本印刷

O
白
滝
の
松
田
英
丸
さ
ん
回
・
・
丸
ザ
ル
五

個
、
ボ
l
ル
二
個
を
白
滝
公
民
館
へ
0

0
白
滝
婦
人
会
(
久
保
理
子
会
長
)
・
:

。
ロ
卯
門口-
rト
ト

モ
ニ
タ
ー
つ
う
し
ん

み
な
さ
ん
の
「
声
」
を
反
映

冨
田
さ
ん
ら
間
人

平成 5年 6月 1日発行

四
月
二
十
二
日
、
役
場
二
階
会
議
室

で
平
成
五
年
度
の
広
報
モ
ニ
タ
ー
委
嘱

式
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
広
報
モ
ニ
タ
ー

制
度
は
、
皆
さ
ん
に
新
鮮
で
率
直
な
意

見
、
要
望
等
を
出
し
て
も
ら
い
、
町
行

政
、
広
報
な
が
は
ま
に
反
映
さ
せ
、
適

正
で
効
果
的
な
業
務
の
推
進
を
図
る
も

の
で
す
。

な
お
、
委
嘱
し
た
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ

ん
は
次
の
方
々
で
す
。
(
敬
称
略
)

冨
田
運
夫
(
長
浜
)
山
田
耕
作
(
長

平成 5年 6月号

鍋
三
個
、
は
ん
ぼ
う
二
個
、
摺
り
鉢
一

個
を
白
滝
公
民
館
へ
。

O
平
成
四
年
度
長
浜
保
育
所
卒
閲
児
保

護
者
一
同
(
代
表
・
松
下
優
子
)
・
:
掛

時
計
一
個
を
長
浜
保
育
所
へ
。

浜
)
明
智
美
恵
(
沖
浦
)
池
田
愛
子

(
今
坊
)
政
所
憲
一
(
櫛
生
)
井
上
誠

(
出
海
)
東
チ
サ
ト
(
上
老
松
)
米
岡

幸
市
(
豊
茂
)
大
西
真
紀
(
白
滝
)
菰

田
修
(
戒
川
)

ψ 
結
婚

イ主 4
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

氏

平成5年度広報モニターの皆さん

¥
松
山
市

/

長

浜

¥

櫛

生

/
津
島
町

¥

櫛

生

/

櫛

生

¥
下
須
戒

/
下
須
戒

¥
下
須
戒

/
熊
本
市 戸斤

村岡宮
上本本

岩渡窪窪梶梶田斎小大重
則
義
仁
英
貴

尾尾村藤山野

弘

玄

真
由
美

加
太
郎

桂

子

英

二

美

由

嘉

敦

文

江
裕

文
ひ
と
み

名

白

滝

沖

浦
下
須
戒

下
須
戒

豊

茂

章 冬彰正
男巧彦英二

三
女
長
男
長
男
二
女
三
男

崎遁

お
誕
生
お
め
で
と
う
刀

イ主
4
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

所

保

護

者

氏

名

続

柄

沖

浦
下
須
戒

長

浜

長
男
長
男
長
女

藤山込中渡
岡本山見透

お
〈
や
み

瑠る大三裕雪児
璃り輝き太た名

4
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

豊

茂

藤

田

韓

(

七

二

)

下
須
戒
徳
永
テ
ル
子
(
八
五
)

豊

茂

菊

地

直

樹

(

九

一

)

出

海

小

西

強

(

五

九

)

長

浜

西

崎

チ

ト

リ

(

六

四

)

櫛

生

山

脇

教

(

九

一

)

長

浜

梅

山

築

(

七

一

)

櫛

生

小

西

定

樹

(

五

八

)

下
須
戒
小
川
ト
ミ
ノ
(
九
二
一
)

下

須

戒

小

前

利

重

(

八

一

)

櫛

生

工

藤

千

鳥

(

九

三

)

豊

茂

菊

地

キ

ミ

ヱ

(

九

七

)

今

坊

矢

野

上

正

映

(

八

O
)

広報ながはま

「嵐が晴れて肱川裾の筏か

な・笑波」の句碑が長浜高校

の前庭に建っている。それを

見て前教育長が校長時代に

「嵐が晴れて」は「嵐が葬れ

てJでなければおかしい、と

言ったのを思い出した。雲が

少なく太陽が照っている状態

を「晴J と言うが、 「嵐がは

れる」とはこの場合肱川嵐が

沖へ去ってしまった状態を言

うのだから「葬れるJが正し
い。流石に教育長になる人は

違うとその学識に感服した。

ところで、この句碑が建てら

れたのは昭和三十三年である

から、既に漢字制限が行われ

ていて「審」の字は制限外で

あっただろう。表にない制限

外の字は、例えば「輿論」の

「輿」を「世」で代用して

「世論」とするように、意味

の近い同音の別字で書くこと

になっているので「審れるJ
を「晴れる」で代用したのか

もしれない。たとえそうで、あつ

でもなくても、笑波(元町長

西村兵太郎氏)の文化的功労

を顕彰する気持ちには変わり

ないのであるが、一宇一句を

も疎かにしない前教育長の態

度はやはり敬服に値する。国

語に造詣の深い新教育長にも

言語文化擁護に尽力されるこ

とを期千寺しましょう。
和字 ひ'1令交 し希き
寛訪日也ゃ期1代ょ

毘
編
集
後
記
璽

表
紙
を
見
て
皆
さ
ん
、
お
気
付
き
に

な
っ
た
よ
う
に
、
当
町
に
潤
い
と
ゆ
と

り
あ
る
公
園
と
し
て
、
小
浦
リ
バ

l
サ

イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
パ

l
ク
が
完
成
し
ま
し

た
。
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め

る
施
設
で
す
の
で
、
休
日
な
ど
ご
家
族

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ら
れ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
?
な
お
、
公

園
は
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
!
(
い
)

訂
正
・
・
・
本
紙
五
月
号
長
浜
町
職

員
録
の
文
中
、
矢
間
栄
津
子
は
矢

間
栄
津
美
、
四
月
号
長
浜
文
芸
の

文
中
福
田
都
は
稲
田
都
、
平
成
四

年
七
月
号
小
浦
リ
パ

l
サ
イ
ド
ス

ポ
ー
ツ
パ

l
ク
の
文
中
の
総
事
業

費
は
四
億
二
千
百
万
円
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

数

人口をふやしま Lょう

4月末現在 前月との比較

10，997人 15人増

人 口 (男5，144人) (男13人増)
女5，853人 女 2人増

世帯数 3，733世帯 9世帯増

帯世口人


